
職場における命令・依頼表現

一ジェンダー的視点から見る一

小林美恵子

1 日本語における命令表現

日本語における命令形、明示的な禁止形「来い」「するな」などは通常

「男性的表現」とされ、女性は「いらっしやい」などの「特別の敬語動詞」

や 「～なさい」のような敬語形を含む命令形以外は「まず、使わない」と

されてきた。相手に行動を求める場合、女性的表現では「こっちへ来て下

さる ?」 のような依頼の形が使われる。同じ依頼表現でも「～てくれ」「～

てもらいたい」のような命令に近い意味合いを持つものは男性的表現 とさ

れる。 (益岡 。田窪1989、 金水2003な ど)「～てくださる ?」 は疑問形

式の依頼であり、可否は相手の意志や思恵によるから、依頼 としてはきわ

めて弱いものとなる。

相手に行動を求める表現としては「～て」「～てください」「～ていた

だけますか ?」 など、特に話者のジェンダーに偏 らない「中立的」表現と

い うべき語形もあるが、これ らもほとんどはいわゆる「依頼形」である。

命令は上位の者から下位の者に向かってなされるのが普通であるから、

このような日本語の命令表現のしくみは、女性が命令者 として上位に立つ

ことがまれであり、その場合にも女性は明示的な命令や禁止をすべきでな

く、あくまでも相手を立て、その意志を優先すべきであるというジェンダ

ー観の反映と見ることができる。実際に女性がほとんど家庭にあつた過去

の都市型生活では、女性の命令は母から子、初等教育での女性教師から児

童・生徒へなど限られた関係においてのみ行われていたとも考えられよう。

しかし、女性が、いわば命令される立場としての補助的労働だけにでな

く、さまざまな形で社会進出を果たしている現代において、「女性は命令

すべきでない」などというジェンダー規範はもはや通用 しない。女性のみ

で起業 した り、女性が男性の上司として仕事をリー ドした りなどとい う例

はいくらでもある。ことに職務に関しては、いかに民主的で対等な人間関
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係を持つ職場であっても必ずや命令・服従関係が存在 し、他者に何か行動

を起こさせるための表現は避け得ない。従来「命令表現」を持たなかった

女性はこのような場合 どのような表現を行 うのか ? それは男性の命令

表現 とどう違 うのか ? あるいは男性の表現とどのように影響 しあ うの

か ? 小論では、まず我々がイメージする命令表現のありようをTVド ラ

マの台詞によつて分析 し、次に職場の自然談話資料を用いて実態を見てい

くこととする。

2 命令表現のイメージーTVド ラマ『踊る大捜査線』における命令表現

『踊る大捜査線一湾岸警察署事件簿』は1997年 1月 ～ 3月 フジテレビで

放映されたいわゆる「刑事 ドラマ」である。その後、歳末特別警戒 SP、

秋の犯罪撲滅 SPな どのスペシャル版が製作され、また 2本の映画版も作

られた人気番組である。刑事 ドラマというと、職場としてはいささか特異

かとも思われるが、指揮系統が縦割 りではっきりしている警察という世界

であれば、われわれのイメージする典型的な命令表現が現れやすいのでは

ないかと考え、この資料を取 り上げることとした。小論で分析対象とした

のは全 11回 の うち最初の 5回、発話のある台詞総数2460(最多回662、 最

少回369、 平均492)で あるが、このうち命令 。依頼表現 (「 ごめんなさい」

「いってらっしゃい」などの定型的な挨拶語を除く)は 324(最 多回91、

最少回39、 平均、65)、 13.2%で あつた。実際に、これは後述するとお り、

自然の談話資料よりずっと高い出現率である。

以下に、この ドラマの主な登場人物 4人 (主人公青島俊作 :30歳 の新任

刑事。恩田すみれ :27歳 、女性刑事、青島の同僚。年齢は下だがキャリア

でいえば先輩 ということになる。室井慎次 :34歳 、警察庁首席監察官、青

島の上司であるがライバル的な面も持つ。袴田健吾 :48歳 、刑事課長、青

島の直属上司)の用いる命令・依頼表現を相手別に整理する (表 1～ 4)。
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(表 1) 「青島」(30歳 。新任刑事)の命令・依頼表現
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な

る い女性
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(表 2)「恩田」(27歳・女性刑事)の命令・依頼表現

(表 3)「室井」(34歳 本庁監察官)の命令・依頼表現

(表 4)「袴田」(48歳・刑事課長)の命令・依頼表現
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年齢的にも地位的にも下位にある「青島」「恩田」は上司 。同僚 。それ以

外の相手に対 して比較的はっきりと命令・依頼表現の使い分けをしている。

ことに「青島」は上司に対しては⑬「～てください」、同僚に対しては⑩

「～て」形を中心とするさまざまな依頼表現を用い、緊迫した状況下など

では③「手錠 !」 ⑤「冷静に !」 などの命令表現を用いる。さらに被疑者

の取り調べなどでは①「～しろ」②「～するな」という命令形・禁止形を

比較的多く用いている。女性の「恩田」は上司に命令・依頼をする場面白

体が少ないのだが、その場合は、やはり⑬「～てください」⑭「～てくれ

ますか↑」などを用い、相手が同僚の場合は「青島」とほぼ同じような使

用の傾向を示している。彼女は男性的表現とされた命令形・禁止形を含む

種々の命令表現 (①②③④)も用いているが、その相手は被疑者、特に万

引きをした少年やひったくりをした若者 (21歳)な どである。一方、他の

男性登場人物がほとんど用いない③「なさい」⑨「いらっしやい」など敬

語を含む命令形の使用もあり、女性であるということがこのような語の使

用に影響していると考えられる。

上司的立場にある「室井」「袴田」はどちらも部下に対して命令形、禁

止形その他の命令表現 (①②③⑥)を用いているが、2人の命令・依頼の

しかたは対照的とも言える。「室井」は命令形①や禁止形②また依頼表現

でも⑪「～てくれ」のような「男性的」かつ直接的な表現が多いが、同時

に⑬「～てください」のような中立的で丁寧な語形も比較的多い。しかも、

「青島」などと違い、このような語が同僚や部下相当の相手にも用いられ

ている。実は「室井」は所轄署の刑事たちを監察する本庁の官僚である。

刑事たちとの立場の違いや距離がこれらの命令・依頼のしかたには現れて

いるのだろう。

一方、 「袴田」の場合は①②③⑥のような命令形を使いはするものの、

その数は比較的少なく、むしろ⑩「～て」の使用が突出している。この中

には「～てよ」のように終助詞「よ」を伴うものもある。⑩は「青島」や

「恩田」で同僚に対して多く用いられていることを考え合わせても、親し

さの表象であると言えよう。「青島」「恩田」の直属の上司であるが、捜

査の陣頭に立つというよりは部下を牽制したり、署長や副署長の意向と部
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下の行動の間であたふたしたりというふ うに設定されている「袴田」の性

格や立場を反映 しているのであろう。「室井」が比較的多用 してお り、男

性的表現とされる①「～てくれ」という依頼形も 1例 も現れないし、他の

登場人物の中では女性の「恩田」のみが使っていた③ 「～なさい」の使用

も見られる。

このように見てくると、各登場人物の命令 。依頼表現にその話者の性が

反映 しているのは確かであるが、それに加え話者の立場 。性格などによつ

て中立的な表現や反ジェンダー的な表現が選ばれる場合も多いと言えよ

つ。

ところで、この ドラマにはいわゆる「婦警」は何人か登場するが、残念

なが ら「恩田」より地位、年齢の高い女性が登場 しない。女性管理職の不

在は、このような警察物語におけるジェンダー観の現れ とも見 られ よう。

2003年秋『踊る大捜査線 The Movie 2レ インボープリッジを開鎖せよ』 (劇場

版)が公開された。この映画には30代の女性管理官が登場し連続殺人事件捜査

の指揮をとるが、この女性は「～なさい」という命令を連発し、「えらそうに・・」

と所轄署員の反発を買うという設定となっている。男性管理官のような「～し

ろ」「～てくれ」という発言は1例 もないのだが、敬語を含む「～なさい」と

いう形でさえ、女性からの命令は高圧性を感じさせるわけで、これはとりもな

おさず、女性が命令的立場に立つことへの忌避を示すジェンダー観そのものの

現れだと言えよう。

3 職場の自然談話資料に見られる命令・依頼表現

次に現代 日本語研究会1997、 現代 日本語研究会2002(以下、それぞれ

『女職』『男職』とする)に現れた命令・依頼表現について検討する。分

析対象 としたデータは次の通 りである。

『 女職』 レコー ド (発話 1文)数 11233(総 レコー ド数 11421よ り「笑い

のみ」 「くしゃみ」など188を 除く)、 男性発話2329、 女性発話8746、 不

明 。多数発話 158、 うち命令・依頼表現と見られるレコー ド男性29、 女性

127、 発話者不明 1。

『 男職』 レコー ド数11054(総 レコー ド数11099よ り「場面転換の説明の

み」「笑いのみ」「咳払い」など45を 除く)、 男性発話8071、 女性発話2739、

不明・多数発話244、 うち命令 。依頼表現と見られるレコー ド男性 167、 女
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性29、 不明 3。 両資料 レコー ドを発話者の男女別に計数 してみると、男性

は10400レ コー ド中命令・依頼表現196(1.88%)、 女性は11485レ コー ド

中命令・依頼表現156(1.36%)と いうことになる。この資料は『女職』

『男職』それぞれ約20の学校 (大学・高校 。小学校)。 会社 (生産会社・

出版社など)。 その他 (販売業・バンド・研究所など)の職場の自然談話

各30分程度、合計20時間程度を録音 。データベース化したものである。自

然談話に現れる命令。依頼の表現の割合はTVドラマのおよそ10分の 1程

度にすぎず、職場という環境であっても実際に命令や、依頼はそれほどの

頻度で行われてはいないと言える。ちなみに中島1997・ 2002に よれば『女

職』『男職』の疑問表現はそれぞれ1177、 1672で ある。これと比較しても

命令や依頼という発話行為はきわめて少ないと言えよう。次にこれらの表

現を発話者の男女別に整理する(表 5)。

また、これらの表現を5種の語形別のタイプにわけて整理 した (表 6)。

それぞれのタイプについて以下に特徴を述べる。

3。 1 命令 (禁止)の表現形式

表 5中 (1)～ (6)は明示的な命令・禁止の表現である。この うち以下に

例をあげる(1)～ (3)の ようなものは男性的表現とされてきた。

(1)と りあえずやるから、やってから、もしそ うゆう意見が出たんだ

ったら

仕事 )

(『男職』3197 男40歳→男37歳同僚 。

(2)(子 どもに名前を)も しつけんなら違う字に上ム。 (『女職』8888

女33歳→女35歳同僚 。雑談)

(3)力 でやるなよ―。 (『男職』9894 男42歳→男34歳同僚 。雑談)

本資料ではこのような例は 6件のみと少ないが、発話者は 5例 が男性で、

女性の発話は (2)と してあげた 1例のみであつた。この例は30代 の女性の

同僚 どうしの雑談の中で、一方の話者の姉にまもなく生まれる子どもの名

付けに言及 したもので、かなり親 しい者 どうしの会話と言える。

バ ックしろよ―、
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(表 5)職場の自然談話における命令・依頼表現 (発話者性による)
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(注)。 上段は実例数、下段は%である。%は、「発話者性」については各形の男女そ

れぞれの合計数に対して、その形が占める割合を算出し、「場面」「相手年代」

「丁寧さ」についてはその形の出現数に対するそれぞれの割合を算出した。

・*を付したものは表 5と 同じく発話者の性別不明なものを 1例ずつ加算したも

のである。
・③ 「～ください」については「お～ください」のような命令形を含む。

・相手年代については356例 中わかつているものは217例 (60.96%)である。

・ 「丁寧さ」については、この話を含むレコー ド (発話 1文 )について「です」

「ます」などの敬語を含む (敬体)か、そうではない (常体)かによつて分

けた。なお③ 「ください」についてはこの話自体が敬語形文末であるので、

全ての例を「敬体」としてある。

(4)～ (6)は敬語を含む命令で、中立的表現 と言ってよいだろ う。 この

うち(4)「～なさい」の 2例 はいずれ も女性の教師が生徒の高校生に言っ

たもの。 (5)「 お～ ください」 (6)「 お～ くださいませ」は男性にも女性に

も用いられている。

(4)思 ってること、じゃあ、はっきり重上望選塁生h。 (『女職』4187

女37歳→男高校生生徒・仕事)

(5)はい、急ぎのご用でしたらあの―、携帯電話のほうにご鋒
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二L。 (『男職』7542 男25歳→男40代顧客・仕事)

(6)よ ろしく主伝左生三二二圭ニニ (『女職』2826 女43歳→ ?電話・

仕事)

(7)は非明示的命令といわれる形で「掲示や文書に使われる形」 (益岡・

田窪1989)と される。その意味では中立的表現であろうが、実際に口頭

で発せられると高圧的なイメージは強いだろう。本資料では「～こと」「～

ように」がそれぞれ 1例ずつ男性によつてのみ発話されている。

(7)そ れからあとは、荷札を必ずつ生至こと。 (『男職』3587 男46

歳→複数同僚・仕事 )

命令形の使用自体は命令・依頼表現356例中23例 (6.46%)を 占めるに

すぎないが、男性的とされた表現については、やはりそのほとんどを男性

が使つている。なお依頼表現の うち男性的表現とされる (10)「 ～てくれ」

(24)「 ～てほしい」などにも表 5の とお り、同様のことが言える。ただ

しこれらの形式も「～てくれ」 1例、「～てほしい」 2例 と、きわめて少

ない。

(10)やめて■れ (『男職』10430 男30歳→女22歳 同僚・雑談)

(24)(前文略)あの―、ただ、ま―、できるだけ早 く持 って くこ とは

考えてほしい。 (『男職』3586 男46歳→複数同僚 。仕事)

3.2 依頼の表現形式

表 5(8)以 下は依頼表現であるが、職場で他者に何 らかの行動を求める

発話の93～ 4%が この形の表現である。特に、②「～て/～ないで」③「～

てください」が多いことはTVド ラマの表現と同じだが、表 6に よればTV

ドラマには出てこない④「いただく」⑤「お願いする」を含む語形が職場で

は男女を問わず多く用いられていることがわかる。使用率が 2桁の%を示

しているのはこの 4つ の語形であり、これ らの総計は命令 。依頼表現の

89.6%を 占めている。職場の依頼のほとんどはこの4つの表現形式で行わ

れていると言っても過言ではない。 (②～⑤は表6中の数字に対応。以下同じ)
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4つ の形式のうち②「～て/～ないで」は他の 3形 と違い、比較的女性

に多く、雑談の場で用いられる傾向も大きい。表 6の とお り命令・依頼表

現は雑談の場で用いられた例は20%弱 に過ぎず、80%以 上は雑談以外の仕

事に関する発話において用いられている。われわれは不要に他者を自分の

意志によつて動かすという行為はしないが、仕事の上では避け得ない場合

が多いのであろうことをこの数字は示唆 している。「～て/～ないで」も

仕事上の談話で用いられることは多いのだが、同時に比較的気軽な雑談で

はこの語による依頼が多いことがわかる。丁寧さから見てもこの形式は他

の 3形式と違い、常体の文中で用いられることが圧倒的に多く、この傾向

は①「『 ください』型を除く命令形」にむしろ近い。男性話者が「～ しろ」

「～するな」を使 うような場で女性は「～て/～ ないで」を使 うのであろ

うと考えられる。但 し、男性話者においてもこの形のほうが命令形よりも

一般的であることを表 6の 男性話者の数値 (22.96%対3.57%)は示 し

ている。

「お待ちください」のような命令形を含む③「～ (て )く ださい」型の

命令 。依頼形については、表 6に 見るとお り男女ともに比較的よく使い、

雑談にも多少現れるが、仕事上の会話に多く、相手年代を選ばず、この話

自体が敬語形なので発話全体の丁寧度も比較的高い。これはTVド ラマで

上司や同僚 さらに部下にもややあらたまった場で最もよく使われている

依頼形であることと一致 している。

④「いただく」形は表 5・ 6(17)～ (38)ま で11種 と、最も多くのバ リ

エーションをもって用いられている。TVド ラマには現れないが、現代の

職場での代表的な依頼形の一つと言える。問接依頼形式であり、直接依頼

形式である「くださる」よりはやや相手への強制の度合いは弱いと言える。

男女 とも用いるが、3形の中では比較的女性が使 う割合が高く、仕事に関

する発話に圧倒的に多く、相手年代でも比較的上位者に用いられる割合が

高い。もっともこの点については、資料全体に相手の年代が不明であった

り複数話者に対する発話が多いため、明確な傾向とは言い難い。「いただ

ける↑」「いただきたい。」と言い切った4例 を除いてすべては敬体の発

話である。
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なお、従来の区分では「いただける↑」は女性的表現、「いただきたい。」

はどちらかと言えば男性的表現であろうが、本資料ではどちらもそれぞれ

男性・女性の用例が 1例ずつ見られ、この点でも男女差はない。

(17)ス パゲティ、ちよつといただける↑ (『女職』5680 男38歳→女

42歳 同僚 。雑談)

(33)(前略)[名字]先生に幅広に―、こう、見ていただきたい。

(『女職』1632 女45歳 ?→女55歳同僚・仕事)

また、「いただける」は「くれる」「もらえる」「お願いできる」など

とともに表 5(13)～ (21)の ような疑問形での依頼表現のパ リエーシヨ

ンも持つ。このような疑問形での依頼は「いただきたい」「～てくれ」「も

らいたい」「お願いしたい」のような形より丁寧な表現になる。このよう

な形式は本資料では男性に15例 (7.65%)女 性に11例 (7.05%)見られ

る。差は小さいが丁寧な語形を男性のほうが多く使っていることが注目さ

れる。なおこのような疑問形の依頼では否定の疑問形のほうが肯定の疑問

形より丁寧になると言われるが、本資料では「くれませんか↑」「いただ

けませんか↑」各 1例が見られたのみである。

⑤「お願い～」は「お願いします」「お願いいたします」の形で用いら

れている例がほとんどである。これについては「いただく」とは逆に、ど

ちらかといえば男性のほうがよく使 う傾向が見られる。仕事の場で用いら

れる割合、発話文の丁寧さなどについては「いただく」と同様な傾向であ

る。相手の年代については年上にも年下にも用いられ、あまり相手を選ば

ないとい うところか。

以上から③「ください」④ 「いただく」⑤「お願い～」の 3形は多少の

傾向差はあっても、男女いずれにも用いられ、どちらかとい うと仕事に関

する発話で、相手の年代なども選ばない、丁寧な中立的表現として用いら

れ′ていることがわかる。
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4 まとめ

自然談話の場合、従来いわゆる男性専用形式とされたような命令形・禁

止形、また「～てくれ」のような依頼形が職場で用いられるのはごく限ら

れた場合に過ぎない。この場合にそれらの形式を用いるのはほとんど男性

である、とい う意味においては、命令表現に関する旧来的なジェンダー意

識は今も存在 しているということが可能であろう。

しかし、男性であれば必ずそのような命令表現を用いるというわけでは

もちろんない。おおかたの男性は職場で他者に何らかの行動をしてほしい

とい う意図を示すのに「～てください」「～ていただきたいのです (が )」
「ぉ

願いします」「～て」のような中立的かつ丁寧な形式を用い、それぞれの

語の使用の傾向について多少の男女差は見られるにしても、選定される表

現形式全体についていえば、女性の場合 とまったく変わるところはない。

「～て」という形が女性ほどには用いられないこと、疑間形式の依頼形の

多用などからいえば、男性のほうが、女性よりもむしろ丁寧な依頼を行 う

傾向にあるとさえも言えよう。TVドラマの女性には見られた「～なさい」

のような形式も実際の談話においてはごく限られた関係でしか用い られ

ず、他に女性だけが用いると言われるような表現形式も見られない。上司

として命令をするのが女性であれ男性であれ、命令・依頼の言語形式の差

はなく、中立的な丁率な表現形式が用いられていると考えてよい。

職場における女性上司は、より「女性的」な丁事な表現形式を用いるこ

とにより男性を含む社員間でのステータスを高め維持 しうるとい う考え

方があるが、このような考え方は実際の命令・依頼表現の実態によつて否

定されているというべきであろう。

男女のことばの接近については、女性のことばの男性化、男性のことば

の女性化などが報告されるが、命令 。依頼形式について言えば、丁寧な語

形による中立化、脱ジェンダー化が見られることになる。ただし、このよ

うな中立化、脱ジェンダー化は必ず しも近年の変化であると断言できない

ように思われる。

TVド ラマでは命令形が比較的多く用いられ、話者の立場や相手によつ

て、時に話者のジェンダーに反する表現なども見られるものの、おおむね
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男性は男性的とされる命令・依頼表現を用い、女性は「～なさい」「いら

っしゃい」のような敬語形やその他の依頼表現を用いるという意味におい

て従来のジェンダー規範のわくを大きくはずれるものではない。これがわ

れわれの抱く命令 。依頼表現のイメージであるとすれば、イメージと一般

的な職場の実際には大きな乖離があると言えよう。 (職場が警察であれば

ドラマのイメージにもう少 し近い可能性はあるが)た だしこのような乖離

は今に始まったことではないだろう。過去において自然談話の資料はほと

んど見られないのであるから、現実に職場でどのような命令・依頼表現が

行われたのかを知ることはむずかしい。われわれは ドラマや小説などの台

詞においてのみ命令・依頼形式をイメージしてきたのかもしれない。その

場合に喧嘩とか罵倒以外には使われることのあまりない「特殊な」語形で

ある命令形が、一般的な語形としてイメージ化された可能性もある。その

イメージ化には命令者 =男性 とい うジェンダー観が反映 したとも考えら

れるのである。
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